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1
月
12
日
、
上
遠
野
加
代
子
さ

ん
が
民
生
委
員
、
児
童
委
員
の
委

嘱
状
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

立
谷
市
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
に
関
し
て
大
変
重
要
な
仕

事
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

●
新
任
主
任
児
童
委
員
（
日
立

木
地
区
）　

上
遠
野
加
代
子
（
☎

36
０
１
５
７
）

●
委
嘱
日　

令
和
2
年
12
月
18
日

●
任
期　

令
和
4
年
11
月
30
日

　

成
田
食
品
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
寄
贈
は

1
月
18
日
、
同
社
本
社
工
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
は
、
県
内
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
患
者
が

連
日
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
受

け
行
わ
れ
た
も
の
。

　

佐
藤
大
二
郎
ナ
リ
タ
フ
ァ
ー
ム

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
は

「
相
馬
の
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
に
使
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、

市
教
育
委
員
会
に
消
毒
用
ア
ル

コ
ー
ル
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
消
毒
用
ア
ル
コ
ー

ル
な
ど
は
、
同
日
中
に
市
内
全
て

の
小
・
中
学
校
に
配
布
さ
れ
ま
し

た
。 消

毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
な

ど
を
寄
贈

成
田
食
品
グ
ル
ー
プ

火
の
用
心
呼
び
掛
け
　
市
女
性
消
防
隊

　

市
女
性
消
防
隊
の
冬
季
防
火
広

報
出
発
式
は
1
月
15
日
、
相
馬
消

防
署
で
行
わ
れ
、
各
地
区
の
女
性

消
防
隊
長
な
ど
18
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

出
発
に
先
立
ち
渡
部
順
子
隊
長

が
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
火
災

は
全
国
各
地
で
連
日
発
生
し
て
お

り
、
防
火
広
報
は
重
要
な
役
割
を

持
っ
て
い
ま
す
。
無
火
災
を
目
指

し
て
、
市
民
に
火
の
用
心
を
呼
び

掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
、

瀬
川
隆
志
相
馬
消
防
署
長
ら
が
、

昨
年
の
市
内
の
火
災
発
生
状
況
や
、

予
防
消
防
活
動
の
大
切
さ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

触
れ
な
が
ら
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

防
火
広
報
は
広
報
車
4
台
で
行

わ
れ
、
市
内
各
地
に
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
初
水
揚
げ 

　
相
馬
双
葉
漁
協

　

1
月
14
日
、
相
馬
の
冬
の
味
覚

の
一
つ
で
あ
る
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
が
今

季
初
水
揚
げ
さ
れ
ま
し
た
。

　

試
験
操
業
と
し
て
前
日
の
夜
に

出
漁
し
た
底
引
き
網
船
8
隻
は
、

14
日
の
朝
、
松
川
浦
漁
港
に
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
を
1
・
6
ト
ン
を
水
揚
げ
。

　

水
揚
げ
さ
れ
た
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
の

相
馬
双
葉
漁
業
協
同
組
合
に
よ
る

放
射
能
測
定
検
査
の
結
果
は
不
検

出
で
、
オ
ス
は
甲
羅
の
大
き
さ
、

メ
ス
は
成
長
度
合
い
な
ど
を
基
準

に
選
別
さ
れ
、
全
国
各
地
へ
流
通

さ
れ
ま
し
た
。

　

2
月
8
日
、
大
野
さ
お
り
さ
ん

が
民
生
委
員
、
児
童
委
員
の
委
嘱

状
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

立
谷
市
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
関
し
て
区
長
と
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

●
新
任
主
任
児
童
委
員
（
山
上
1

区
）　

大
野
さ
お
り
（
☎
36
７
４

２
８
）

●
委
嘱
日　

令
和
3
年
1
月
13
日

●
任
期　

令
和
4
年
11
月
30
日

地
域
を
支
え
る
　
民
生
委
員
委
嘱
状
交
付
式

　

民
生
委
員
、
児
童
委
員
は
、
地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談
に
応

じ
手
助
け
を
行
っ
た
り
、
子
ど
も
の
見
守
り
や
子
育
て
の
相
談
な
ど
を

す
る
た
め
厚
生
労
働
大
臣
、
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
も
の
で
す
。
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コ
ロ
ナ
禍
で
地
方
自
治
を
機
能
さ
せ
る
　
日
弁
連
会
長
講
演
会

相馬の魅力発信
中一中パンフレット作成

　中村第一中学校の生徒が総合学習の時間に作成
したパンフレット「Let's Come on!! 感じてみっぺ
相馬」の完成報告は 1 月 12 日、市役所で行われ
ました。
　訪れたのは、佐藤菜々香パンフレット作成環境
班代表、篠木美菜子パンフレット作成産業班代表
と教員ら 4 人。
　同パンフレットは、同中学校 3 年生 145 人が絵
や文章など各自が得意な分野で作業を分担し、市
内の観光地や相馬野馬追の歴史などを特集したも
のです。
　佐藤さんは「直接、浜の駅松川浦に行って、ド
リンクバーチケットの協力をお願いしました。相
馬の PR になれば嬉しいです」と述べました。

　

相
馬
地
方
市
町
村
議
員
・
幹
部

職
員
合
同
研
修
会
を
兼
ね
た
公
開

講
演
会
は
1
月
13
日
、
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
、
相
馬
地
方
市
町
村

議
員
や
市
民
な
ど
約

160
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

地
方
議
員
や
地
方
自
治
体
幹
部

職
員
が
研
修
を
通
し
て
地
方
行
財

政
な
ど
の
認
識
を
高
め
、
地
方
自

治
の
進
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
相
馬
地
方
市
町
村
会
が
主
催
。

　

講
演
会
で
は
、
本
市
出
身
で
日

本
弁
護
士
連
合
会
会
長
を
務
め
る

荒
中
（
あ
ら
た
だ
し
）
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
日
弁

連
の
諸
活
動
〜
地
方
公
共
団
体
と

の
連
携
を
含
め
て
〜
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

荒
会
長
は
「
東
日
本
大
震
災
を

契
機
に
、
日
弁
連
は
相
馬
市
と
の

協
力
関
係
を
築
い
て
き
ま
し
た
。

災
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
地
方

自
治
を
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
市

民
一
人
一
人
が
市
の
取
り
組
み
や

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
」
と
述
べ
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
司
法
や
地
方
自
治
の
役
割

な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

統
計
調
査
に
尽
力

統
計
功
労
者
表
彰
報
告

　

統
計
功
労
者
表
彰
報
告
は
2
月

8
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
立
谷

市
長
に
受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

本
市
で
当
該
表
賞
を
受
賞
し
た

の
は
、
伊
東
康
夫
さ
ん
（
農
林
水

産
大
臣
表
彰
）、
天
沼
紀
美
子
さ

ん
（
経
済
産
業
大
臣
表
彰
）、
渡

部
長
男
さ
ん
、
荒
一
信
さ
ん
（
県

統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰
）
の
4

人
。

　

立
谷
市
長
は
、「
み
な
さ
ん
、

長
期
間
に
わ
た
り
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
そ
の
功
績

を
た
た
え
、
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

食
へ
の
関
心
を
高
め
る

食
育
標
語
表
彰
式

　
「
親
子
で
考
え
よ
う
！
食
育
標

語
」
表
彰
式
は
2
月
4
日
、
市
役

所
で
行
わ
れ
、
入
選
者
11
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
保
護
者
と

子
ど
も
が
一
緒
に
な
っ
て
食
に
つ

い
て
考
え
、
家
族
と
語
ら
い
な
が

ら
食
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
。

　

市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
を
対

象
と
し
て
行
わ
れ
、
小
学
校
１
、

３
１
８
点
、
中
学
校

788
点
の
応
募

の
中
か
ら
、
入
選
作
品
を
選
定
し

ま
し
た
。

　

福
地
憲
司
教
育
長
が
「
こ
の
取

り
組
み
を
、
家
族
と
家
庭
で
の
食

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
ほ
し

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
入
選
者
一

人
一
人
に
表
彰
状
を
手
渡
し
ま
し

た
。
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第
23
回
授
産
施
設
新
製
品
（
商

品
）
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
報
告

は
2
月
10
日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、

社
会
福
祉
法
人
ス
マ
イ
ル
ワ
ー
ク

の
佐
々
木
政
喜
理
事
長
ら
4
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
県
内
26
施

設
か
ら
、
食
品
の
部
16
点
、
布
製

品
な
ど
の
非
食
品
の
部
24
点
の
新

製
品
が
出
品
さ
れ
、
非
食
品
の
部

で
ス
マ
イ
ル
ワ
ー
ク
制
作
の
「
藍

染
ウ
ー
ル
ス
ト
ー
ル
」
が
最
高
賞

の
金
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

藍
染
ウ
ー
ル
ス
ト
ー
ル
が
金
賞
受
賞

　
ス
マ
イ
ル
ワ
ー
ク

  

新
エ
ネ
大
賞
受
賞
　
　
　

　
市
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業

　

一
般
財
団
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

財
団
の
令
和
2
年
度
新
エ
ネ
大
賞

の
地
域
共
生
部
門
で
、
株
式
会
社

Ｉ
Ｈ
Ｉ
と
本
市
、
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

パ
ワ
ー
株
式
会
社
が
光
陽
地
区
で

実
施
し
て
い
る
「
地
域
の
再
エ
ネ

最
大
利
用
を
目
指
し
た
相
馬
市
ス

マ
ー
ト
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
」
が

1
月
26
日
、
最
高
賞
の
経
済
産
業

大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

地
域
共
生
部
門
は
今
年
度
新
設

さ
れ
、
同
事
業
が
、
震
災
復
興
に

向
け
た
自
治
体
と
民
間
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
、
災
害
対

応
や
他
地
域
展
開
な
ど
を
期
待
で

き
る
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

郷
土
相
馬
の
味
を
楽
し
む
　
中
一
小

　

市
教
育
委
員
会
は
、
全
国
学
校

給
食
週
間
に
併
せ
て
、
県
内
特
産

品
を
使
っ
た
給
食
の
提
供
を
し
ま

し
た
。

　

中
村
第
一
小
学
校
で
は
、
1
月

27
日
、
相
馬
産
の
小
ガ
レ
イ
を
使

い
「
小
ガ
レ
イ
を
上
手
に
食
べ
よ

う
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施
し
、
児

童
346
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
相
馬
の
郷

土
料
理
の
味
を
通
し
て
、
郷
土
愛

を
大
切
に
す
る
こ
と
や
魚
の
上
手

な
食
べ
方
を
覚
え
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
。

　

当
日
は
、
給
食
時
間
の
終
了
後
、

各
ク
ラ
ス
の
食
缶
に
コ
ン
テ
ス
ト

方
式
で
食
べ
終
わ
っ
た
小
ガ
レ
イ

の
骨
を
集
め
て
観
察
し
、
魚
の
上

手
な
食
べ
方
を
学
び
ま
し
た
。

　

百
歳
を
迎
え
た
菊
地
ヨ
シ
ヱ
さ

ん
（
原
釜
）
へ
の
賀
寿
贈
呈
は
1

月
26
日
、
自
宅
で
行
わ
れ
、
ヨ
シ

ヱ
さ
ん
に
記
念
品
な
ど
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
の
は
、
県
知
事
賀

寿
と
記
念
品
の
木
杯
、
市
長
賀
寿

と
記
念
品
な
ど
。

　

家
族
や
親
戚
な
ど
が
、
ヨ
シ
ヱ

さ
ん
の
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ヨ
シ
ヱ
さ
ん
の
長
寿
の
秘
訣
は
、

散
歩
で
体
を
よ
く
動
か
す
こ
と
や
、

小
豆
な
ど
の
豆
類
を
好
ん
で
よ
く

食
べ
る
こ
と
で
す
。

百
歳
お
め
で
と
う

菊
地
ヨ
シ
ヱ
さ
ん

　

磯
部
小
学
校
避
難
訓
練
は
1
月

21
日
、
同
小
学
校
で
、
全
校
児
童

31
人
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、

安
全
、
迅
速
、
冷
静
に
避
難
で
き

る
能
力
と
態
度
を
身
に
つ
け
る
こ

と
を
目
的
に
実
施
。

　

訓
練
は
事
前
に
児
童
に
知
ら
せ

ず
、
地
震
に
よ
る
校
舎
内
の
火
災

発
生
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
震
発
生
の
放
送
を
受
け
た
児

童
ら
は
、
防
災
頭
巾
を
か
ぶ
り
机

の
下
に
隠
れ
、
火
災
発
生
の
追
加

指
示
で
校
庭
に
避
難
し
ま
し
た
。

　

齋
藤
和
彦
同
校
校
長
は
「
本
当

の
災
害
も
い
つ
起
き
る
か
分
か
ら

な
い
た
め
、
危
機
意
識
を
も
っ
て

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と

述
べ
、
児
童
ら
に
日
ご
ろ
の
訓
練

の
重
要
性
を
伝
え
ま
し
た
。

命
を
守
る
方
法
を
学
ぶ

磯
部
小
避
難
訓
練
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西
部
子
ど
も
公
民
館
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
こ
す
も
す
ク
ラ
ブ
は

2
月
12
日
、
同
子
ど
も
公
民
館
で

第
17
回
ぼ
う
さ
い
探
険
隊
マ
ッ
プ

コ
ン
ク
ー
ル
で
審
査
員
特
別
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
児
童
ク
ラ
ブ
は
毎
年
「
こ
す

も
す
探
険
隊
」
を
結
成
し
て
マ
ッ

プ
制
作
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今

回
は
防
犯
と
交
通
事
故
を
テ
ー
マ

に
設
定
。

　

マ
ッ
プ
制
作
に
取
り
組
ん
だ
児

童
ら
は
、
危
険
な
交
差
点
や
信
号

の
な
い
場
所
、
街
灯
が
少
な
く
防

犯
上
危
険
な
場
所
な
ど
を
分
か
り

や
す
く
表
現
し
た
ほ
か
、
マ
ッ
プ

に
地
域
の
方
へ
の
提
言
を
盛
り
込

ん
だ
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

●
西
部
子
ど
も
公
民
館

　
防
災
マ
ッ
プ
受
賞
報
告

●
川
原
町
児
童
セ
ン
タ
ー

コ
ロ
ナ
禍
で
の
差
別
を
無
く
す
　
向
陽
中
生
徒
会

　

向
陽
中
学
校
生
徒
会
に
よ
る
シ

ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
贈
呈
は
2
月
1
日
、

市
役
所
で
行
わ
れ
、
寺
島
梨
々
花

生
徒
会
長
、
塙
滉
太
同
副
会
長
、

波
多
野
佑
子
同
副
会
長
が
訪
れ
ま

し
た
。

　

同
生
徒
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
差
別
や

偏
見
を
無
く
す
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
全
生
徒

305
人
で
手
作

り
の
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
制
作
を
決

定
。

　

シ
ト
ラ
ス
リ
ボ
ン
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
生
ま
れ
た
差
別
や
偏
見
を
耳

市の防災への取り組みを学ぶ
　まちづくり出前講座

　まちづくり出前講座「相馬市の防災について知ろ
う」は 1 月 28 日、中村第二小学校で行われ、同校
3 年生の児童 54 人が参加しました。
　同校は学校全体で防災学習に取り組んでおり、3
学年以上は総合学習の時間を活用し、これまで防災
施設や避難場所の見学、震災語り部の方の話を聞く
などの学習を行っています。
　今回は市が取り組んでいる防災活動などを知るこ
とで、これから自分たちにできることは何かを考え
ることを目的に出前講座を受講。
　講師として訪れた市職員が市の取り組みに関する
説明や防災に関するクイズなどを行いました。
　児童らはメモを取りながら真剣に説明を聞くとと
もに多くの質問を行うなど、防災への知識を高める
ことができました。

に
し
た
愛
媛
県
の
有
志
が
立
ち
上

げ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
リ
ボ
ン

の
3
つ
の
輪
で
地
域
、
家
庭
、
学

校
（
ま
た
は
職
場
）
を
表
し
、
リ

ボ
ン
を
身
に
付
け
る
こ
と
で
コ
ロ

ナ
禍
で
の
差
別
を
無
く
す
呼
び
掛

け
を
す
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
寺
島
会
長
が
「
シ
ト

ラ
ス
リ
ボ
ン
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し
た
人
へ

の
誹
謗
中
傷
が
無
く
な
る
よ
う
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と
述

べ
、
立
谷
市
長
に
シ
ト
ラ
ス
リ
ボ

ン
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

川
原
町
児
童
セ
ン
タ
ー
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
み
つ
ば
ち
ク
ラ
ブ

は
2
月
9
日
、
同
児
童
セ
ン
タ
ー

で
、
第
17
回
ぼ
う
さ
い
探
険
隊

マ
ッ
プ
コ
ン
ク
ー
ル
の
日
本
ユ
ネ

ス
コ
国
内
委
員
会
会
長
章
を
受
賞

し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
児
童
ク
ラ
ブ
は
毎
年
「
み
つ

ば
ち
防
災
探
険
隊
」
を
結
成
し
て

マ
ッ
プ
制
作
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
回
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
設
定
。

　

外
国
人
向
け
の
避
難
所
マ
ッ
プ

の
必
要
性
を
提
案
す
る
た
め
、
昨

年
10
月
ご
ろ
か
ら
約
1
カ
月
を
か

け
、
英
語
併
記
の
マ
ッ
プ
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。

　

外
国
人
も
視
覚
的
に
理
解
で
き

る
よ
う
に
工
夫
し
た
こ
と
が
評
価

さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。


